
広報

大村の特産物「黒田五寸人参」は、 11月初旬から 3月上

旬までが収穫期です。現在、西大村や竹松地区などを中心

に、人参掘りの作業風景が見られます。

掘り出された人参は、その日のうちに選果場ヘ運び込ま

れ、関西・中園地方にトラックで輸送されます。

今年は、昨年の干ばつの影響のためいつもより小さいよ

うですが、品質は良く市場でも高い評価を受けており、また、

ヰャロットワインなどの原料にもなっています。

※長崎県カず誇る、黒田五寸人参の特徴

戦後、黒丸町の黒田氏が栽培し始めたこの人参は、尻詰まりが良く、肉

質は軟らかです。また、カロチンやビタミンAが野菜類の中で一番多く、

栄養価が高く、甘くて美味しい人参です。
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私
た
ち
の
手
で
街
を
美
し
く

大
村
市
環
鏡
美
化
条
例
ガ
4
月
1
日
ス
タ
ー
ト

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
な
く
し
、
私
た
ち
の
街
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、
昨
年
の
ロ
月
議
会
で
制
定
さ
れ
た
大
村
市
環
境
美

化
条
例
ガ
4
月
1
日
か
ら
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。
条
例
の
内
容
は
、
お

よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

父

「
こ
ら
あ
/
力
ン
カ
ン
ば
捨

て
た
っ
ち
ゃ
つ
ま
ら
ん
ぞ
」

「
と
う
ち
ゃ
ん
も
タ
バ
コ
ば

捨
つ
ん
も
ん
の
」

「・・・・・・・・・
..... .
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j皮か
: (まあ
;捨ち

にや
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」 L忘

'とみ
とか

ん
の同

私
た
ち
の
生
活
環
境
が
、
空
き
缶
な

ど
の
散
乱
ご
み
な
ど
に
よ
り
損
な
わ
れ

る
こ
と
に
対
し
て
、
市
が
指
導
や
命
令

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
大
村
市
環

境
美
化
条
例
が
、

4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

同
条
例
は
初
条
か
ら
な
り
、
改
善
命

令
が
守
ら
れ
な
い
と
き
は
、
最
高
5
万

円
の
罰
金
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『捨てるのは簡単

拾うのは大変』

ι 

条
例
は

3
つ
の
柱
で
権
威

条
例
の
内
容
は
、
①
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
ご
み
の
散
乱
防
止
②
空
き
缶
な
ど

の
回
収
容
器
の
設
置
を
自
動
販
売
業
者
な

ど
へ
の
義
務
づ
け
③
緑
化
の
推
進
と
い
う

3
つ
の
大
き
な
柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
に
違
反
し
た
場
合
は

川
や
道
路
な
ど
に
空
き
缶
な
ど
を
捨
て

た
人
に
対
し
て
市
は
、
勧
告
・
命
令
が
で

き
ま
す
口
ま
た
、
命
令
に
従
わ
な
い
と
き

は
、
関
係
法
規
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る

業
者
お
よ
び
個
人
は
、
自
販
機
や
回
収
容

器
の
位
置
や
台
数
な
ど
を
記
入
し
た
設
置

届
出
を
6
月
初
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ

「一

昨
年
の
ロ
月
議
会
で
、
「
環
境
美
化
条

一例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
ね
。
婦
人
会
で

一も
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り

自
分
た
ち
の
手
で

美
し
い
大
村
を
/松原地区婦人会

会長川添喜世子さん

ば
な
り
ま
せ
ん
。
販
売
業
者
な
ど
は
回
収

容
器
の
設
置
義
務
が
あ
り
、
設
置
し
な
い

場
合
に
は
勧
告
・
命
令
が
行
わ
れ
、
こ
れ

に
従
わ
な
い
と
き
に
は
5
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
が
条
例
に
違
反
し
た
と
き
の
罰
則

な
ど
の
規
定
で
す
が
、
罰
則
を
む
や
み
に

適
用
す
る
こ
と
が
条
例
制
定
の
本
来
の
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
口
目
的
は
、
あ
く
ま

で
も
環
境
美
化
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

願
う

「啓
発
手
段
」
な
の
で
す
。
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自
分
た
ち
の
街
を
美
し
く
す
る
の
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で
す
。
誰
も
が
気
持

ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
こ
の
条
例
の
制

定
を
機
に
、
私
た
ち
の
街
は
私
た
ち
の
手

で
、
美
し
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課

組
ん
で
い
ま
す
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
力

一

を
入
れ
て
い
ま
す
。

一

毎
年
、
松
原
海
水
浴
場
の
清
掃
や
「
空

一

き
缶
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
に
参
加

一

し
て
い
ま
す
が
、
空
き
缶
類
、
紙
く
ず
、

一

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
目

一

に
つ
き
ま
す
口

一

使
い
捨
て
は
便
利
で
す
が
、
生
活
を
支

一

え
る
た
め
に
多
く
の
資
源
が
使
わ
れ
て
い

一

ま
す
。
空
き
缶
類
を
捨
て
な
い
で
、
資
源

一

の
再
利
用
を
す
る
運
動
に
結
び
つ
け
て
は

一

い
か
が
で
し
ょ
う
か
つ

一

さ
ら
に
、
婦
人
会
と
し
て
も
環
境
問
題

一

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
」
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防災の決意新たに

消防艶靭武

je
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亡=コ， 

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1
月
8
日、

市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド
で
の
式
典
を
皮
切
り

に
、
分
列
行
進
、
放
水
演
習
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
団
員
や
一
般
協

力
者
、
無
火
災
分
固
な
ど
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
市
中
行
進
や
分
列
行
進
に
は
、

消
防
回
目
個
分
団
、
消
防
署
、
自
衛
消
防

隊
そ
れ
に
消
防
車
な
ど
、
総
勢
約
7
0
0

人
、
お
台
が
参
加
。
沿
道
に
つ
め
か
け
た

人
た
ち
か
ら
の
声
援
を
受
け
さ
っ
そ
う
と

行
進
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
行
わ
れ
た
全
分

団
に
よ
る

一
斉
放
水
演
習
。
ホ
ー
ス
を
手

に
、
今
年
は
火
災
が
発
生
し
ま
せ
ん
よ
う

に
と
祈
り
つ
つ
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
口

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

県
知
事
表
彰

(永
年
勤
続
功
労
章
)

市
長
表
彰
(
お
年
勤
続
章
)

高
橋

一幸、

政
木
峰
幸
、
井
石
伸
彦
、
冨

永
登
、
岩
永
正
明
、
堀
江
茂
義

県
消
防
協
会
長
表
彰

(特
別
有
功
章
)

田
添
敏
治
、
浦
田
慶
芳
、
田
崎
純
則
、
草

野
澄
男
、
永
野
喜

一、

高
月
博
、
南
隆
義、

稲
田
喜
男
、
喜
多
明
、
佐
藤
悟
、
吉
本
武

人
、
馬
場
重
雄
、
福
田
静
徳
、
開
正
則

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
有
功
章
)

朝
長
博
幸
、
藤
尾
隆
、
松
尾
修
三
、
今
道

又
光
、
大
杉
一
男
、
福
田
正
徳
、
宮
原
栄

三
、
松
本
正
登
、
陣
内
明
、
長
岡
力
、
石

平
秋
則
、
丹
野
敏
幸
、
浦
寄
弘
志
、
塩
田

大
次
郎
、
丸
田
隆
宣
、
末
吉
厚
、
河
内
義

則
、
宮
寄

一
彦
、
金
子
好
慶
、
井
上
秀
明

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
初
年
精
続
章
)

市
長
表
彰

(
初
年
勤
続
章
)

森
勝
美
、
梶
原
茂

県
消
防
協
会
長
表
彰

(却
年
精
続
章
)

今
里
裕
文
、
高
月
博
、

井
手
朗
、
池
田
重

利、

一
瀬
晃
、
松
尾
修
三
、
金
子
好
慶
、

井
上
秀
明

計
恥

市
長
表
彰

(初
年
勤
続
章
)

れ
ヨ
田
中
賓

声
明

ん盛4U
 

玄
Jたコビチの道沿

市
長
表
彰

(お
年
勤
続
章
)

福
田
勇
雄

市
長
表
彰

(
何
年
勤
続
章
)

田
崎
純
則
、
高
月
康
男
、
今
里

智
明
、
山
上
博
、
朝
長
博
幸
、

丹
野
敏
幸
、
浦
寄
弘
志
、
塩
田

大
次
郎
、
丸
田
隆
官
一、
末
吉
厚
、

河
内
義
則
、

宮
寄

一
彦
、
杉
本

重
義
、
二
瀬
真
、
鬼
塚
才
治
、
西
川
直
彦
、

林
田
勝
徳
、
漬
耕
司
、
土
本
真
治
、
中
島

久
、
岩
永
光
平
、
平
石
正
徹
、
中
村
久
男
、

原
孝
史
、
田
中
義
信
、
瀬
尾
藤
継
、
岩
崎

真
吉
、
朝
山
正
憲

・

一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状

第
5
分
団
元
後
援
会
長

山
本
一
郎

第
6
分
団
元
後
援
会
長
後
藤
満
行

第
日
分
団
元
後
援
会
長
山
口
要
人

・
無
火
災
分
団

第
日
分
団
、
第
ロ
分
団

・
消
防
団
長
表
彰
(
優
良
分
団
)

第
8
分
団
、
第
叩
分
団

・
消
防
団
長
表
彰
(
優
良
団
員
)

稲
田
喜
男
、
福
田
末
広
、
中
里
利
彰
、
久

保
明
憲
、
康
島
裕
喜
、
福
嶋
勉
、
松
添
豊
、

永年勤続団員の表彰などが行われた式典

(市営補助グランド)

2 1 イ牛 ( 1 9 ) 
3件( 1) 
5件( 3) 
6件( 1) 

消防団 (15個分団)による

一斉放水演習 (大上戸川)

川
村
康
典
、
松
永
秋
博
、
松
下
善
光
、
島

田
克
彦
、

志
田
憲
明

H
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
日

県
消
防
協
会
長
表
彰

・
市
長
表
彰

・
消
防

団
長
表
彰

竹
田
英
雄
、
富
永
政
勝
、
朝
長
邦
彦
、
福

田
健
治
、
中
山
勝
則
、
松
内
正
人
、
山
口

勇
、
上
野
孝
幸
、
山
下
俊
忠
、
溝
道
忠
一
、

西
村
敏
明
、
棲
田
繁
信
、
末
永

一
則
、
岩

本
初
雄
、
吉
村
嘉
則
、
松
下
喜
一
郎
、
吉

本
吉
勝
、
七
山
強
、
渡
遺
利
行
、
井
上
義

見
、
金
井

一
義
、
山
口
義
晴
、
畠
田
義
博
、

杉
本
敏
、
高
以
良
光
博
、

一
在
正
則
、

川

本
友
一
、
福
田
菊
雄
、
高
以
良
直
、
堺
義

嗣
、
朝
長
年
信
、
北
村
道
順
、
雪
山
孝、

山
口
純
久

.発生件数

死者

負傷者

・種別
。建物

O林野

O車両

Oそのほか

・原因別
①たき火 7件( 4) 
②コン ロ (天ぷら鍋 5件( 4) 
③たばこ 5件( 0) 
④子どもの火遊び、 4件( 2) 

⑤焼却炉の飛び火 2件( 0) 

そのほか 1 2件(1 4 ) 
・損害見積額(調査中は含まない)

合 計 34，045千円

(44，700千円)

※火災が発生しないよう 1人ひとり

が十分注意し ましょう 。
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大村消防署管内

火災発生状況
(平成6年12月31日現在)

前年中

3 5件(2 4 ) 
2人( 2) 

O人( 4) 



夢
を
抱
き
幼
才
の
旅
立
ち

新
社
会
人
と
し
で
の
晴
れ

-h

pん

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ロ

;
f

、zm/」

2
1

女

5
4
9人
)
が
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
o
A

た
皆
さ
ん
に
は
、
引
世
紀
を
創
造
し
て
い
く一

員
と

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

-
A活

式
典
で
は
、
甲
斐
田
市
長
、か
「
こ
の
ふ
る
さ
と
大
村
局

'

誇

り
と
夢
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
め

し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、若
い
皆
さ
ん
の
情
熱
と
英
知
が
ぜ
ひ
重
要
で

す
。
皆
さ
ん
の
力
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
若
々
し
い
緑
覇
力

を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
、激
励
・
祝
福
し

ふ
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
山
本
雅
喜
さ
ん

(陰
平
町
)
・
土口
崎
久
仁
子
さ

ん

(富
の
原
1
丁
目
)
の
2
人
が
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
や
抱
負
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

自覚と目標を

もって

山本雅喜さん

(陰平町)

L¥弘←

希望を胸に、門出を祝った成人式

( 1/15・市民会館)
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最近、 ここ 大村でも高齢者の一人住まいが

多いそうです O 高齢化社会が進ん でいる中 、

私たちは時代の中心人物として 、若者か らお

年寄り まで、何の不自由もなく暮 らせる位み

よいまちづくりを考えていく必要があります。

人生の節目である成人式を迎える にあたっ

て、社会を構成する一員としての台覚を身に

つけ、人生の目標をえて これからの追を歩ん

4
は
た
ち
の
声

成
人
式
を
迎
え
、

大
人
に
な

っ

た
と

い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
の
一
員
と
し

て
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ

て
い
ま
す
。

私
は
、
自
ら
看
護
者
と
し
て
の

道
を
選
び
、
現
在
そ
の
道
を
歩
ん

で
い
ま
す
が
、
人
の
痛
み
が
わ
か

る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

でいき たい O

困難を

乗り越えなガら

音崎久仁子さん

(富の原 1丁目)

新成人の主張

松尾愛美さん
(杭出津 2丁目 )

私は 、 4年前か ら難病にかか ってい ます O

難病という「壁」にぶつかって初めて、友人の あ
怠
た
た
ち
が
生
ま
れ
た
昭
和

的
何
年
・
印
年
に
は
、
こ
の
よ
う
怠

こ
と
ガ
大
村
市
で
あ
り
ま
し
た
。
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昭
和
特
年

6
月
萱
瀬
出
張
所
完
成

7
月

市

民

プ
1

ル
完
成

9
月
県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成

日
月
下
水
道
公
共
事
業
着
工

ロ
月
重
井
田
防
災
ダ
ム
工
事
着
工

三
彩
の
里
完
成

昭
和
田
年

5
月
長
崎
空
港
(
世
界
初
の
海
上

空
港
)
開
港

補
助
グ
ラ
ン
ド
、
ナ
イ
タ
ー

施
設
完
成

国
勢
調
査

世
帯
数

1
6
、2
4
7

人

口

6
0
、
9
1
9
人

7 
月

10 
月

大切さなどいろんなことを気づかされました O

これからも社会人として生きていく問、様々

な困難が立 ちはだかると思います O しかし、

その 困難を 、自 分を見つめ直す機会としてと

らえ、パネと して乗り越えていこうと決意す

るとともに、今を大切に精一杯生きていきた

L 、O
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新
し
い
門
出
を
祝
っ
て
、
昨
年
7
月
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」

で
宇
宙
に
行
か
れ
た
日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
・
向
井
千
秋
さ
ん
か
ら
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
成
人
に
贈
る
言
葉

子
ど
も
の
こ
ろ
、
「
大
き
く
な
っ

た
ら
何
に
な
る
?
」
と
聞
か
れ
、

「
お
医
者
さ
ん
に
な
る
」
と
作
文

に
書
い
た
の
は
、
た
し
か
小
学
校

4
年
生
の
と
き
で
し
た
口
そ
の
こ

ろ
、
す
ぐ
下
の
弟
が
、
高
熱
で
骨

が
弱
く
な
る
と
い
う
唾
柄
に
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。
母
は
足
に
ギ
プ
ス

を
は
め
た
弟
を
お
ん
ぶ
し
、
東
京

へ
の
病
院
通
い
を
続
け
ま
し
た
。

そ
ん
な
弟
を
見
な
が
ら
育
っ
た
私

は、

H

医
者
に
な
り
た
い
u

と
心

に
決
め
た
の
で
す
。

ゴ
ー
ル
を
決
め
た
ら
努
力
す
る

平成 7年2月号広報おおむら

宇
宙
開
発
事
業
団
宇
宙
実
験
搭
乗
部
員

向
井

千
秋

だ
け
努
力
す
る
ー
あ
と
は
ケ
・
セ

ラ
・
セ
ラ
(
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ

う
)
と
い
う
、
生
来
の
楽
天
的
な

性
格
が
、
医
者
に
な
る
夢
を
現
実

の
も
の
に
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

好
奇
心
か
ら

宇
宙
飛
行
士
に
応
募

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
夢
を
見

す
。
そ
れ
は

「チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

と
い
う
よ
り
も
、
「
好
奇
心
」
で

し
た
。
も
っ
と
正
直
に
言
え
ば
、

宝
く
じ
を
買
っ
て
手
に
し
た
と
き

の
よ
う
な

H

駄
目
で
も
と
も
と
u

と
い
う
気
分
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
奇
跡
が
起
こ
り
、
宇

宙
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
壮
大
な
夢
が
、
突
然
身
近

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

。
山
口
〔
円
(
)
ユ
ェ

|
あ
な
た
が
夢
や

希
望
を
も
て
ば
、
そ
れ
は
本
当
に

実
現
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ

の
言
葉
は
、
私
が
ア
メ
リ
カ
で
聞

い
た
一
番
好
き
な
言
葉
で
す
。
何

も
し
な
い
で
、

H

あ
の
と
き
、
思

い
切
っ
て
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
u

と
悔
い
を
残
す
よ
り
も
、
た

と
え
駄
目
だ
っ
た
と
し
て
も
、
目

標
に
向
か
っ
て
闘
っ
た
後
の
さ
わ

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

ら
れ
た
ら
最
高
/
l
そ
う
思
っ
て

い
た
私
に
、
宇
宙
へ
飛
び
立
て
る

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
の
は
、

本
当
に
偶
然
の
出
来
事
で
し
た
。

あ
る
朝
、
新
聞
を
開
く
と
、

「
宇
宙
飛
行
士
募
集
」
と
い
う
小

さ
な
記
事
が
目
に
止
ま
っ
た
の
で

す
。
い
ま
か
ら
叩
年
前
、
犯
歳
の

と
き
で
し
た
。
か
宇
宙
か
ら
地
球

を
見
た
ら
、
ど
ん
な
に
き
れ
い
だ

ろ
う
u

ー
そ
の
記
事
を
切
り
抜
い

て
、
財
布
に
し
ま
っ
て
お
い
た
私

は
、
応
募
締
め
切
り
の
前
日
ぎ
り

ぎ
り
で
、
願
書
を
投
函
し
た
の
で

人
間
の
能
力
に
は

そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い

医
学
と
宇
宙
に
接
点
を
見
い
だ

す
こ
と
の
で
き
た
幻
歳
は
、
私
に

と
っ
て
人
生
の
大
き
な
分
岐
点
と

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
加
歳
に

な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
言
え
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
結
果
が
ど
う

あ
れ
、
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ

た
こ
と
を
、
た
め
ら
わ
ず
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

R
a

円向山「
O
C
O
R
H
(
可
。
巴
戸
山
「
O
戸

や
か
さ
は
、
何
も
の
に
も
か
え
が

た
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ

し
て
、
た
と
え
思
っ
た
通
り
の
道

が
開
け
な
く
て
も
、
必
ず
違
う
方

向
で
そ
の
努
力
は
生
か
さ
れ
る
は

ず
で
す
。

私
は
、
人
間
の
能
力
に
は
、
そ

れ
ほ
ど
差
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
と
は
、
自
分
の
中
に
夢
を

も
ち
、
そ
れ
を
抱
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
な
の
だ
と
思

い
ま
す
口
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
、
小
さ
な
夢
や
大
き
な
夢
を

大
い
に
心
に
抱
い
て
く
だ
さ
い
。

4月 9日(日)

4月23日(日)

統

一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
お
お
む
ら

3
月
号
・

4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

2
月
却
日
開
、
午
後
1
時

ω

日
時

分
か
ら

場
所
市
役
所

第
8
会
議
室

県議会議員選挙

市議会議員選挙

4
月
お
日
執
行
予
定
の
市
議
会
議

員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
人
を
対
象
に
、
選
挙
に
関
す
る
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
立
候
補
予
定
者

1
人
に
つ
き
出
納
責
任
者
予
定
者
を

含
め
て
3
人
以
内
の
範
囲
で
、
必
ず

出
席
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
立
候
補
届
・
候
補
者
の
手

引
き
な
ど
の
関
係
書
類
を
当
日
お
渡

し
し
ま
す
。

員会申し 円Oあっすま 項を地 」りを Z轍 f楢岩長
込せ O 詳方 方

みん し選あ選・

1山理 く挙つ 運動必携員選 霊にせ議
挙呂 1、 しす関ん寧s 

理 3 てる お
委 O い事 か

5 



カメラ

スポット

企伝統行事を受け継いで
(1/15・水田町)

新年の伝統行事を次の世代に伝え

ようと水田町子ども会 (丸田和博育

成会長)では、 1月15日恒例の“もぐ

ら打ち"が行われました。

これは、今年も幸せが舞い込むよ

う家内安全と豊作を願う行事です。

背丈ぐらいの竹の先にワラを巻い

た棒を手にし、 100さんの家が栄え

るごとイ工ーモセ (祝い申す)J1もっ

ともだ~ もっともだ------Jと掛け声

もにぎやかに、玄関前の地面を打ち

回っていました。

4if1......V' ... 

~4 

i; 

企コースも変わり心機一転
(1/15・田下町)

1月15日に行われた「第14[Q]萱瀬新春駅伝大

会」。各町内から参加した 7チ ム7区間で健

脚が競い合われました。

この大会は、萱瀬地区体育振興会が地域の活

性化と親睦を図ろうと開かれているもので、年々

盛んになってきています。

今回はコースが変わりそれぞれの町内を走

るために、沿道からは力づよい声援が送られ、

選手たちも優勝を目指し、さわやかな汗を流

していました。

また、小-中学生によるロードレース大会も

午前中行われています。

平成7年2月号

V無病患災を祈って (1/7草場町)

正月恒例の松送りの行事“鬼~t.こき " が、
市内各地で行われました。

ここ草場町子ども会 (中尾尋子育成会長)
でも、小中学生約20人が参加。正月の飾り

物などをたき「この一年病気をしないよう
に」と無病患災を祈りました。

広報おおむら

曜、)

企「その札いただき!J (1/4.市コミセン)

「ひさかたの~ひかりのどけきはるのひに------J. 

「はい!J新年を祝う、毎年恒例の“小倉百人一首か

るた大会"が1月4日、市コミセンで開かれました。

冬休み教養講座 (市コミセン主催)として開講し

たかるた教室の総仕上げとして催すもので、小-中学

生約20人が参加。読み人の声が流れると、子どもた

ちは、講座で鍛えた自慢の腕を披露。「あった!J 
「お手付き」など元気な声が上がり、会場は楽しい雰

囲気に包まれていました。

f)) 

h
p
元
気
い
っ
ぱ
い
力
走

(1
/
日
・
鈴
田
小
学
校
周
辺
)

地
区
住
民
相
互
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
図
っ

た
「
鈴
田
地
区
駅
伝
・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
1
月
日
目
、
鈴
田
小
学
校
周
辺
を
コ
ー
ス
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
の
体
育
振
興
会
や
子
ど
も
会
育
成
会

な
ど
が
主
体
と
な
り
、
毎
年
新
春
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
は
小
学
生
・

中
学
生
が
出
場
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
力
走
、

駅
伝
で
は
ロ
チ
!
ム
7
区
間
で
健
脚
が
競
わ
れ

ま
し
た
。

V寒風に負けす勢いよくスタート
(1/15・西部町)

三浦地IK青少年健全育成協議会は1月15

日、「第14回新春マラソン大会Jを開きま

した。

大会には、小中学生・一般など約120人
が参加。子どもたちは、スター卜の合図

が鳴ると、寒風なんかどこ吹く風とばか

り勢いよく飛びだし、周りに陣取ったお

母さんたちの応援も、一段と熱が入って

いました。

襲警豊岡憲章車襲撃を演会

題見えない絵本

~絵本を描きながら考えてきたこと~

3月12日(日)、午後2時

市立図書館

無料

日 時

会場

入場料

演』吋
黒い武器

許しません/
e 「

農
業
セ
ン
サ
ス
」

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
7
年

2
月
1
日
現
在
で
、
全
国
の
農
家

な
ど
を
対
象
に
「
1
9
9
5
年
農

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
の

結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を

絵本「はせがわくんきらいや」の作者である長谷川

集平さんを招いて、絵本について話していただきます。

お誘いあわせの上、ご参加ください。なお、駐車場

が狭いので、車での来館はご遠慮ください。

主催・問い合わせ市立図書館 (ft@2 4 5 7 ) 

- 6 -

麻薬・けん銃の密輸防止にご協力を/

昨今、麻薬・覚せい剤など (白い粉)ゃけん銃

によって引き起こされふ凶悪犯罪が増加し、平穏

な市民生活を脅かしています。

税関では、これらを水際で摘発し、国内への、流

入を防ぐため、皆様のご協力をお待ちしています。

皆さんが見たり聞いたりしたことで『もしや.ノ』

と思ったことはどんな小さなことでもご一報を/

密輸 11 0番はフリーダイヤル0120-579110

e 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

は
じ
め
各
方
面
で
農
業
施
策
推
進

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
農
業

の
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
企
画
調
整
課

J

R
九
州
か
ら
の
お
願
い

線
路
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

切
の
非
常
ボ
タ
ン
を
い
た
ず
ら
で

押
す
・
列
車
の
直
前
で
踏
切
を
横

断
す
る
な
ど
、
大
変
危
険
な
行
為

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
置
石
な
ど
は
、
列
車
脱
線

な
ど
大
き
な
事
故
を
引
き
起
下
」
し

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
線
路
の
中
や

そ
の
付
近
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

新
年
名
刺
交
換
会
出
席
お
礼

1
月
4
日
開
催
の
新
年
名
刺
交

換
会
に
は
、
例
年
に
な
く
多
く
の

皆
様
方
に
ご
参
加
頂
き
、
盛
大
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
、ぜ
ま
す
。

こ
の
名
刺
交
換
会
は
、
市
民
の

多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
く
た

め
会
費
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

-7 -



県
内
初
の
第
3
セ
ク
タ
ー

大
村
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
建
設
ヘ

市、

J
A
大
村
市

な
ど
が
出
資
す
る

「
側
大
村
市
総
合
地

方
卸
売
市
場
」
(
社

長
・
田
中
誠
市
現
官
)

の
起
工
式
が
1
月
6

日
、
杭
出
津
1
丁
目

の
現
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

総
合
地
方
卸
売
市
場
の
起
工
式
で
工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る

社
長
の
田
中
助
役

(
1
/
6
杭
出
津
1
丁
目
)

jヲ差
n、落

勉君
理事
施栗
三~ 注~
rnι 主主

工準
事地
始 尽
ま
る

農
村
の
下
水
道
と
し
て
、
平
成

2
年
度
か
ら
事
業
実
施
し
て
い
る

「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
。

昨
年
、

萱
瀬
地
区
(
田
下
町
・

中
岳
町
)
が
供
用
開
始
し
ま
し
た
o

a-

-

二一
吋

起
工
式
で

工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
甲

斐
田
市
長

(
日
/
幻

荒
瀬
町
)

今
回
、
汚
水
処
理
施
設
工
事
が

始
ま
る
萱
瀬
下
地
区
は
、
(
宮
代

町
・
原
町
・
荒
瀬
町
)
1
9
5戸
、

1
、1
4
0
人
が
対
象
。
汚
水
管

の
総
延
長
は
約
日
キロ
、
総
事
業

費
は
日
億
8
、0
0
0
万
円
。

起
工
式
に
は
甲
斐
田
市
長
を
は

じ
め
地
元
関
係
者
約
別
人
が
出
席
、

工
事
期
間
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
供
用
開
始
は
、
平
成
8
年

度
の
予
定
で
す
。

農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
や
、

閉
鎖
性
海
域
で
汚
濁
が
進
む
大
村

湾
の
浄
化
に
も
つ
な
が
り
、
大
き

な
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
こ
れ
ま
で
J
A
大

村
市
の

「大
村
青
果

・
花
市
場
」

と
民
間
の
「
大
村
大
同
青
果
」
が

杭
出
津
1
丁
目
に
隣
接
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
消
費
者
の
需
要

に
対
応
で
き
る
体
制
守
つ
く
り
の
必

要
性
な
ど
か
ら
関
係
者
が
協
議
。

市
内
地
方
卸
売
市
場
整
備
計
画
が

進
め
ら
れ
、
両
市
場
を
統
合
し
た

都市型有線テレビ

オオムラ・ケーブル

テレビが開局

す関 ム半
田局 a冒圃圃園

中式.!!!I回，固

助で，ー
'?i機・
b 材 ・1

の
始 ー

弓
hイ

‘Y 

京チ
1.ム事

!!再

「
県
央
大
村
青
果
側
」
を
設
立
。

そ
の
新
会
社
が
使
用
す
る
施
設
を

管
理
す
る
の
が
総
合
地
方
卸
売
市

場
で
、
卸
売
市
場
と
し
て
は
、
県

内
初
の
第
3
セ
ク
タ
ー
で
す
。

新
施
設
に
は
、
両
市
場
を
合
わ

せ
た
現
敷
地
約
1
万
2
、
0
0
0

平
方
いれ
に
卸
売
施
設
約
2
、
3
0

0
平
方
灯
や
倉
庫
、
冷
蔵
庫
、
加

工
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
7
億
6
、
6
3
0
万

円
で
、
平
成
7
年
叩
月
に
完
成
予

定
で
す
。

県
内
2
番
目
の
第
3
セ
ク
タ
ー

方
式
に
よ
る
都
市
型
有
線
テ
レ
ビ

「オ
オ
ム
ラ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

附

(
高
瀬
富
夫
社
長
)
」
が
昨
年

ロ
月
幻
日
開
局
し
ま
し
た
口

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ピ
は
、
文
字
ど

お
り
有
線
で
放
送
会
社
と
各
家
庭

を
結
ぶ
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
は
不
要

で
映
像
は
い
つ
も
鮮
明
で
す
。

市
内
約
2
万
世
帯
を
対
象
に
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
一
般
テ
レ
ビ
放
送

お
よ
び
衛
生
放
送
、
ま
た
、
地
域

情
報
を
中
心
と
す
る
自
主
放
送
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
局
と
同
時
に

一
部
地
域
(
市

南
部
)
が
放
送
を
開
始
。
今
後
、

高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
て
の
対

応
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

オ
オ
ム
ラ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
鮒

(
宮

@
3
8
1
1
)

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
f

イ
Ae

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

女
性
対
象
の
運
転
者
講
習
会
へ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
庭
の
主
婦
が
、
交
通
事
故
か

ら
我
が
家
を
守
る
主
役
の
座
を
占

め
て
い
ま
す
口
我
が
身
を
含
め
て

家
庭
の
交
通
安
全
を
も
う
一
度
見

直
し
ま
し
ょ
う
口

日
時

2
月
8
日
側
、
午
後
1
時

ω分
j
4
時

場
所

運
転
免
許
試
験
場
(
安
全

運
転
学
校
)
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内
容

映
写
会
・
交
通
安
全
護
詰
・

運
転
適
性
指
導

主
催

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会

問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
@
9
8
8
9
)

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

変
更
手
続
き
は
3
月
ま
で
に

.
毎
年
4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人

に
は
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
他
人
に
譲
っ
た
り
、
解
体
・

売
却
・
盗
難
な
ど
で
実
際
に
は
所

有
し
て
い
な
く
て
も
、
変
更
手
続

き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も
課
税

さ
れ
ま
す
。
釜
義
や
住
所
の
牽
史
・

廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
お
早
め
に
。

手
続
き
を
す
る
場
所

①
1
2
5
∞
以
下
の
バ
イ
ク
・
テ
ー

ラ
ー
な
ど
は
、
税
務
課
市
民
税
係

へ
。

②
軽
自
動
車
お
よ
び
2
5
0
∞
以

下
の
バ
イ
ク
は
、
軽
自
動
車
協
会

(
長
崎
市
中
里
町
宮
0
9
5
8
@

3
2
4
4
j
5
)
へ
。

③
2
5
0
∞
を
超
え
る
バ
イ
ク
は

陸
運
支
局
(
長
崎
市
中
里
町
8
0

9
5
8
@
4
7
4
7
)
へ
。

※
転
勤
な
ど
で
居
住
地
が
変
わ
る

人
も
住
所
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
変
更
が
必
要
で
す
。
転
入
の
場

合
H
前
記
「
手
続
き
を
す
る
場
座

へ
。
転
出
の
場
合
H
転
出
先
の
市

区
町
村
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係



工
場
や
事
業
所
の
排
水
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
実
は
私
た
ち
の
家

庭
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
排
水
が
大

き
な
原
因
(
全
体
の
約
6
割
)
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
個
々
の
家

庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
は
わ
ず
か

で
も
、
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
た
い

へ
ん
な
量
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
大
村
市
生

活
排
水
対
策
推
進
員
に
よ
る
普
及

啓
発
活
動
に
よ
り
、
生
活
排
水
対

策
を
全
市
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

「
私
も
ぜ
ひ
力
に
な
り
た
い
/
」

と
い
う
人
の
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限

2
月
日
日
凶

※
な
お
、
別
人
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

推
進
員
の
主
な
活
動
内
容

①
生
活
排
水
対
策
学
習
会
な
ど
へ

の
参
加
の
呼
び
か
け

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加

の
呼
び
か
け

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
配
布

④
河
川
な
ど
で
の
水
生
生
物
に
よ

る
水
質
調
査
な
ど
水
質
保
全
に

関
す
る
活
動

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
環
境

保
全
課
環
境
保
全
係
(
玖
島
1
丁

目
お
番
地
宮

@
4
1
1
1
内
線
1

4
4
)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

け
て
い
ま
す
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
2
月
1
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
と

納
付
期
限
は
3
月
白
日
で
す
。

※
土
曜
日
は
閉
庁
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
は
口
座
振
替
で
所
得
税
、

消
費
税
の
納
税
に
は
、
手
数
が
か

か
ら
ず
便
利
な
「
振
替
納
税
」
の

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
税
務
署
、
金
融
機
関

で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
諌
早
税
務
署
(
宮

@
1
3

7
0
)
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

確
定
申
告
は

正
し
〈
お
早
め
に

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

2
月
同
日
か
ら
3
月
日
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
は

2
月
日
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
で

す
が
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
は
、

2
月
四
日
前
で
も
受
け
付

地 区 申告受付日 場所

竹 松
2月6日(月)、 7日(刈 竹松出張所

(農業のない世帯)

西大村
2月8日(水)、 9日(木)、 10日(金)

西大村
(農業のない世帯) 出張所

大 キナ
2月13日(月)、 14日ω 市役所

(農業のない世帯) 大会議室

二浦、萱瀬 3月 1日(水)
三浦、萱瀬
出張所

福重、鈴田 3月2日(利
福重、鈴田
出張所

松原、竹松
3月3日(針

松原、竹松
(農業のある世帯) 出張所

大村、西大村
3月6日目)、 7日(刈

市役所
(農業のある世帯) 大会議室

平成7年度

国
民
健
康
保
険
税

市
民
税
・
県
民
税

申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

次
の
日
程
で
申
告
会
場
を
設
け
て

い
ま
す
。
申
告
日
に
都
合
が
つ
か

な
い
人
は
、

3
月
日
日
ま
で
に
市

役
所
大
会
議
室
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。年

末
調
整
済
給
与
所
得
者
で
、

給
与
以
外
の
所
得
が
初
万
円
以
下

の
場
合
は
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
県
民
税
な
ど
の

申
告
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人

は
市
県
民
税
な
ど
の
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
未
申
告
の
場
合
、
所
得
証
明
な

ど
の
交
付
や
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
制
度
の
適
用
も
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
時
の
混
雑
緩

和
の
た
め
、
例
年
よ
り
早
め
の

2

月
1
日
か
ら
、
市
役
所
大
会
議
室

に
て
、
還
付
申
告
な
ど
の
納
税
相

談
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
市
民
税
係

受 付日程

午前 8時30分~午後4時

fr. 
Eコ

平成 7年2月号

申

広報おおむら

受付時間
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手
作
り
の
お
菓
子
づ
く
り

「
多
少
は
出
来
栄
‘
え
が
良
く
な

く
て
も
、
安
易
に
発
砲
剤
や
硬
化

油
脂
な
ど
の
力
を
借
り
ず
に
作
る

お
菓
子
は
、
最
高
の
味
で
す
」
と

話
さ
れ
る
庚
中
さ
ん
。

お
菓
子
づ
く
り
を
始
め
た
の
は

今
か
ら
約
初
年
前
。
ま
だ
、
オ
ー

ブ
ン
が
な
か
っ
た
時
代
で
す
が
、

テ
レ
ビ
料
理
な
ど
を
録
画
し
な
が

ら
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
、
公
民
館
な
ど
で
、

添
加
物
の
な
い
手
作
り
の
お
菓
子

づ
く
り
の
講
師
と
し
て
、
幅
広
く

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
や
中
学
校
の
体

験
学
習
で
、
パ
ン
づ
く
り
を
教
え

ら
れ
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

日
料
理
研
究
家
H

贋
中
恵
子
さ
ん

(
桜
馬
場
2
丁
目
・
仰
歳
)

全
国
大
会
準
優
勝

今
か
ら
叩
年
ほ
ど
前
、
県
内
で

初
め
て
女
性
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
を

結
成
し
、
唯
一
の
マ
マ
さ
ん
サ
ッ

カ
ー
チ
l
ム
「
大
村
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」

の
監
督
兼
コ
l
チ
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
域
さ
ん
。

昨
年
ロ
月
お
・

μ
日
、
「
第
6

回
プ
リ
マ
カ
ッ
プ
全
国
マ
マ
さ
ん

サ
ッ
カ
ー
大
会
(
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
・
静
岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
主

催
)
」
で
準
優
勝
と
い
う
好
成
績

を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

「サ

ッ
カ
ー
と
い
え
ば
、
男
性

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
最
初
は
違

和
感
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
魅
力

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と
話
さ
れ

る
。

H
マ
マ
さ
んサ

ッ
カ
ー
監
叔
自
H
Hdーさど 晶、¥圃臨 1，岬h・p::-，;>， βIh

城

幸

太

郎

さ

ん

(
植
松
2
丁
目
・

mw
歳
)

平成 7年 2月号

私
の
家
ぞ
く
は
7
人
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
し
ゅ
味
で

野
さ
い
を
作
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
学

校
の
先
生
で
す
。
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
が
家
ぞ
く
の
さ
さ
え
で
す
。

2
人
が
い
そ
が
し
い
時
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
私
た
ち
の
せ
わ

を
し
て
く
れ
ま
す
。

私
は
、

3
人
兄
弟
で
す
。
け
ん

か
を
す
る
と
弟
が
な
い
て
し
ま
い

ま
す
。
で
も
、
す
ぐ
な
き
や
ん
で

し
か
え
し
し
て
、
妹
と
私
が
な
か

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
つ
も
、
か
ぞ
く
み
ん
な
な
か

よ
く
元
気
で
く
ら
し
た
い
で
す
。

(
美
沙
子
)

し家族

宮田さん家族(古賀島町)

なかよ

広報おおむら

右
か
ら
、

二
郎
さ
ん
刷
、
管
生
く
ん
川
、
く
に
代
さ
ん
州
、
優
芙
ち
ゃ
ん
付
、

迫
子
さ
ん
側
、
羊
容
子
ち
ゃ
ん
例
、
致
頼
さ
ん
同

こ
の
会
が
大
村
で
誕
生
し
て
か

ら
、
は
や
日
年
を
迎
え
ま
す
。

か講
師
の
先
生
は
美
し
く
優
し

く
素
敵
u
:
・
こ
の
先
生
の
も
と
で
、

全
員
が
明
る
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、

バ
レ
エ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま

す
。バ

レ
エ
と
い
え
ば
む
ず
か
し
い

動
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
今
の
子
供
た
ち
は
、
心
の
豊

か
さ
に
欠
け
て
い
ま
す
口手
ま
ひ

ま
か
け
て
作
る
食
事
や
お
や
つ
は
、

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
ね
」

と
語
ら
れ
る
口

夜
中
の
2
j
3時
ま
で
、
お
菓

子
づ
く
り
の
原
稿
を
作
っ
た
り
、

暇
を
見
つ
け
て
は
ケ
l
キ
屋
さ
ん

を
の
ぞ
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
紙
粘
土
や
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
な
ど
の
趣
味
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
の
と
き
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
ら
れ
、
社
会
人
の
「
大
村

ク
ラ
ブ
」
や
小
学
生
女
子
チ
l
ム

「
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
を
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
「
大
村
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」

を
中
心
に
指
導
。
対
戦
相
手
が
少

な
い
の
で
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
や
ド
リ
ブ
ル
、
パ
ス
、
シ
ュ

l

ト
な
ど
の
基
礎
練
習
に
励
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

「
大
村
も
サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
練
習
や

試
合
が
で
き
る
専
用
施
設
が
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
る
。

今
後
、
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
ま

す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

( ) 

こちら自由席

市
役
所
を
訪
れ
甲
斐
田
市
長
と
親
し

く
歓
談
す
る

2
人
の
留
学
生

(
ロ
/
日
・
市
役
所
)

ーリングアー

愛好

ホームステイで国際交流 トバレエ
h. 
z三

フィ

ハU
噌

3
4

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員

が
音
楽
に
合
わ
せ
、
各
人
の
能
力

に
合
わ
せ
、
の
び
の
び
と
汗
を
流

し
、
心
身
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て

明
日
へ
の
活
力
と
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
「
L
O
V
E
A

N
D
P
E
A
C
E」

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

バ
レ
エ
で
若
さ
を
保
ち
心
身
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

。

皆
様
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

定
例
日
毎
週
月
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
叩
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

連

絡

先

松
下
(
宮
@
2
8
5
7
)

大村ライオンズクラブ(橋口剛志会長)と大村

中央ライオンズクラブ (福田照明会長)の招きで

来日した交換留学生 2人が12月13日、市役所を表

敬訪問、甲斐田市長と親しく歓談しました。

マレーシアの高校生、ジャニス・タン・アイレ

ンさん(19歳)とオーストラリアの大学生、ジェ

ニファー・トンプソンさんは0歳)の女性 2人で、

約40日間、市内の会員宅にホームステイ、日本の

文化 ・習慣などを学びます。

甲斐田市長は、「大村は国際都市を目指している

ので大歓迎、どうぞ市民にとけ込んでくださいJと

述べると、 二人は「ありがとうございます」と答

えていました。

介」

1
j

、
同
口

む
丁

え

れ
れ

I
i
 

f
出

勤
侃

もでれ
J

・。
平」も

。

と

す
'

l

」
ま

石
い

涙

て

峰
「
l

れ

四
名

わ

市
別

言

に
し
の
し
よ
う
じ

国
道
か
ら
少
し
入
っ
た
、
西
小
路
の
公

民
館
前
の
墓
地
に
丸
い
大
石
が
な
ら
ん
で

い
ま
す
。

島
原
の
乱
も
終
わ
り
、
そ
の
お
年
後
、

世
の
中
も
や
っ
と
落
ち
着
い
た
か
に
見
え

や
つ
ぎ

た
明
暦
3
年

(
1
6
5
7
)
、
郡
村
矢
次
の

大村キリシタン悲話

妻子別れの石

さ
'
む
の
や

百
姓
兵
作
が
、
長
崎
の
酒
屋
町
の
指
物
屋
池

尻
理
左
衛
門
を
訪
ね
て

「矢
次
の
里
に
天
草

四
郎
に
勝
る
よ
う
な
少
年
が
い
る
。
キ
リ
シ

タ
ン
の
絵
を
隠
し
持
ち
:
・
云
々
」
と
、
ふ
と

漏
ら
し
た
こ
と
か
ら
長
崎
奉
行
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
大
村
藩
に
年
え
ら
れ
、
告
亘
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
繋
手
さ
れ
ま
し
え
いり
に

れ
が
キ
リ
シ
タ
ン
史
上
の
大
事
件
、
「
郡
崩

れ
」
で
す
。

放
虎
原
で
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
1

3
1
人
は
、

当
時
、
町
は
ず
れ
で
あ
っ
た
こ

の
妻
子
別
れ
の
石
の
所
で
最
後
の
別
れ
を
惜

し
み
、
水
杯
を
交
わ
し
た
と
言
わ
れ
、
悲
し

み
の
涙
で
濡
れ
た
こ
と
か
ら
別
名
「
涙
石
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
話
は
古
い
文

献
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
大
村
の
キ
リ
シ

タ
ン
哀
史
の
物
語
と
し
て
、
口
づ
て
に
語
ら

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

噌，ょ
4
t
a
 



ますり住民
一部が改正されます。これに伴い、住民

姻関係にあるかないかにかかわりなく、ー

ように愛更されます。

プライバシーの保護を目的

票の喧帯主と子供の関係を示

律に「子」と記載するようになりま

※身分関係を公に証明するための戸籍は、嫡

出子と非嫡出子を区別するこれまでどおり

の表記をします。

問い合わせ市民課

区 分 改 正 前 改正後

嫡 出子 長男、一女等 子

特別養子 長男、一女等 子

養 子 養子 子

嫡出でない(世帯主である

父に認知されている場合)
子 子

嫡出でない(世帯主である
妻(未届)の子

父に認知されてない場合)
同左

妻の連れ子

(世帯主が夫である場合)
妻の長男、三女等 妻の子

夫の連れ子

(世帯主が妻である場合)
夫の長男、二女等 夫の子

事実上の養子 縁故者 同左

住民票における世帯主との続柄の記載例

住民票に民営アパートなどの方書{名称・様番・部屋番号〉を記載します

に届出をすれば込方書が記載できます。
※届出のときは h 正確なアパートの名称・穣
番・部屋番号を確認し届出をしてください。

※次のことには十分ご注意願います。
例(仮称)rコーポ大村Jと「大村コーポJ
などを濁違わないようにしてく

問い合わせ市民課

本市では、平成 7年 1月からむ住民異動窟
〔転入・転居など)の受付力、ら、民営アパート
などの名称 '榛番・部屋番号を住民基本台帳
(住民票)に記載することになりました。
また、現在住民登録をしている人で込ア)¥ー

トなどの名称・棟番 全部屋番号の記載がない
ために、市役所からの郵便物が届きにくい方
については、市民課または最寄りの各出張所

円
ノハ
】

1
a
a
i
 

λ
賞
お
め
で
と
う
ご

5
い
ま
す

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

国
民
年
金

@
作
文
の
部

最
優
秀
田
中
由
美
子
(
向
陽
高
)

優
秀
三
丸
恵
利
子
(
向
陽
高
)

草
野
加
代
子
(
同
)

入
選
福
島
理
恵
(
向
陽
高
)
、

寺
尾
美
智
子
(
同
)
、
山
口
マ
リ

(
同
)
、
飯
田
智
香
(
同
)
、
野
中

美
穂
(
同
)

特
別
賞
藤
田
の
ぞ
み
(
三
城
小
)
、

松
岡
陽
子
(
同
)

@
標
語
の
部

優
秀
賞
引
地
和
美
(
向
陽
高
)
、

江
口
美
香
(
同
)
、
金
原
友
紀

(
同
)

@
写
真
の
部

推
薦
楠
本
邦
博
(
須
田
ノ
木
町
)

特
選
福
山
恭
子
(
池
田
1
丁
目
)

「子笑い相撲」

推薦(大村市長賞)

楠本邦博さん(須田ノ木町)の作品

たくさんの応募の中から、次の方々

が入賞されました。

入賞作品は、年金制度 PRのため活

用させていただきます。

内
野
美
都
子

(
大
里
町
)
、
福
田

久
幸
(
植
松
1
丁
目
)

入
選
川
鶴
正
保
(
片
町
)
、
井

本
勇
愛
(
植
松
3
丁
目
)
、
相
良

一
路
(
本
町
)
、
山
口
ス
ミ
子

(
古
町
2
丁
目
)
楠
本
咲
子
(
須

田
ノ
木
町
)

佳
作
浦
孝
行
(
乾
馬
場
町
)、

川
鶴
正
保
(
片
町
)
、
橋
口
ミ
ド

リ

(片
町
)
、
相
良
信
秋
(
本
町
)、

井
上
節
代
(
富
の
原
2
丁
目
)

奨
励
賞
安
永
敦
子

(
協
和
町
)
、

山
添
勝
義
(
諏
訪
3
丁
目
)
、

楠

本
邦
博
(
須
田
ノ
木
町
)
、
寺
山

信
子
(
本
町
)
、
松
崎
力
(
諏
訪

2
丁
目
)

(
敬
称
略
)



平成 7年 2月号広報おおむら

( J 

最
優
秀
賞

H
大
村
市
長
賞
H

「
国
民
年
金
に
つ
い
て
」

田
中
由
美
子

私
は
、
年
金
に
つ
い
て
か
っ
て
い
る
こ

と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
テ

レ
ビ
・
雑
誌
・
新
聞
な
ど
で
分
か
っ
た
こ

と
は
、
若
い
時
に
年
金
を
納
め
て
年
を
と
っ

た
ら
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

。

そ
れ
は
、
ま
だ
私
は
若
い
の
で
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
も
う
あ
と
数
か
月
で
私

も
社
会
に
出
て

、
社
会
人
の
一
人
と
し
て

仕
事
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
あ
た
っ
て
、
少
し
で
も
年
金
の
こ
と

を
か
り
た
い
と
思
い
、
家
族
に
聞
い
て
み

ま
し
た

。

「
う
る
さ
か
ね
お
父
さ
ん
に
聞
か
ん
ね
。
」

と
母
に
言
わ
れ
、
父
に
尋
ね
る
と

「
あ

l

う
る
さ
か
お
母
さ
ん
に
聞
け
。
」
と
言
わ

れ
私
は
、
仕
方
な
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん

に
望
キ
ね
て
み
ま
し
た

。

す
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
「
ゆ
み
ち
ゃ
ん
年
金
の
こ
と
ば
知

り
た
か
と
や
っ
た
ら
こ
い
ば
読
ま
ん
ね

。」

と
、
一
冊
の

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
町
役
場
か
ら
無
料

で
配
布
さ
れ
た

『
わ
た
し
た
ち
の
年
金
』

と
い
う
薄
い
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
し
た

。

そ

れ
に
何
気
な
く
目
を
通
し
た
私
は
、
あ
る

記
事
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
最
近
田
氏
年
金
を
納
め
な
い
人
が
増
え

て
来
て
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る

。L

と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、
私

も
、
テ
レ
ビ
で
「
国
民
年
金
を
納
め
よ
う
。」

と
呼
び
掛
け
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
、
国
民
年
金
を
納
め
な
い

人
が
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

現
在
の
高
齢
化
社
会
で
の
老
後
の
生
活
設

計
は
、
し
っ
か
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
打
歳
の
私
で
す
ら
考
え
て
い
る

の
に
、
私
よ
り
何
成
も
年
上
の
、
も
う
社

会
人
と
し
て
働
い
て
い
る
人
が
、
な
ぜ
年

金
を
納
め
な
い
の

。で
し
ょ
う
。

年
金
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
税
金
の
一
種

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
金
と
違
っ

て
年
金
は
、
台
分
が
納
め
た
分
だ
け
、
将

来
台
分
に
、
反
っ
て
来
る
の
だ
か
ら
良
く
考

え
て
み
る
と
、
年
金
と
は
、
自
分
自
身
の

た
め
、
社
会
の
た
め
に
と
て
も
役
に
、
五
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
私
も
、
田
氏
年
金
に
つ
い
て

良
く
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
良
く
か
り
考
え
て
、
台
分
が
社
会
に
出

て
社
会
人
に
な
っ
た
時
は
、
台
分
自
身
の

老
後
の
た
め
に
き
ち
ん
と
国
氏
年
金
を
納

め
て
い
き
た
い
と
忠
い
ま
す
。

優

秀

3 
占

，世動

貝

年
金
を

正
し
く

明納
るめ

己|いて
地老

後和
美

納
め
よ
う老

後
の
た
め
の
年
金
を

江
口

美
香

年
金
で

老
後
の
笑
顔

手
に
入
れ
よ
う

金
原

友
紀

国
民
年
金
は
却
歳
か
ら

国
民
全
員
が
加
入
し
ま
し
ょ
う

円
ぺ

U

守
4

・
4

学
生
の
み
な
さ
ん
も
、
加
歳
に
な

っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
加
入
手
続
き
は
、

も
う
お
済

み
で
す
か
?

市
役
所
市
民
課
ま
た
は
各
出
張

所
で
加
入
届
を
し
て
く
だ
さ
い

。

初
代
・
初
代
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ

と
で
す
が
、
老
後
は
必
ず
誰
に
で
も
や

っ
て
き
ま
す
。

老
後
を
健
康
で
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
。

(保
険
年
金
課

年
金
係
)



ま
し
去
る

総
合
健
康
診
査
、
婦
人
が
ん
検
診
、
日

帰
り
人
間
ド
ヅ
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

、っ。。
総
合
健
康
診
査

対
象
者

ω歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電

図
な
ど
)
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
者
、

利
用
券
提
出
者
は
無
料
)

。
婦
人
が
ん
検
診

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

内
容
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

負
担
金
子
宮
が
ん
・
:
1
、
0
0
0
円

も撃す
被爆者手帳、健康診断受診者証を

持っている人

受付時間午前10時~11時

午後 1 時~2 時30分

問い合わせ 大村保健所または市福祉課

※今回の定期健康診断以外に年 2固まで、

希望により健康診断または、ガン検診を

受けることができます。

対象者

原爆被爆者一般健康診断実施日程

日程 実施場所 対象地区

2月1日(水j 福祉センター 大村

2月2日(木) 松原出張所 福重、松原

2月3日(金) 干高i祉センター 西大村

2月6日(月) 市コミセン 大村

2月7日ω 市コミセン 二浦、鈴田、大村

2月8日(水〉 ネi;祉センター 西大村、萱瀬

2月9日(木) 竹松出張所 竹松

(
体
が
ん
は
プ
ラ
ス
7
0
0
円
)
、
乳
が
ん
:
・

4
0
0
円
(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提
出

者
は
無
料
)

実
施
期
間
い
ず
れ
の
検
診
も
3
月
白
日

ま
で
(
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
)

※
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
へ

O
実
施
医
療
機
関

-
総
合
健
康
診
査

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医
院
、
寺
井
医
院
、

と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院
、

近
藤
医
院
、
津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、
早

田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、
長
崎
医
院
、

長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
原

医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
牧

山
医
院
、
松
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
松
永

医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消

化
器
科
医
院
、
山
下
外
科
医
院
、
与
那
城

医
院
、
吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

三
種
混
合
予
防
接
種

実
施
中

日
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
磁
面
風
"

年
間
を
通
じ
て
無
料
で
生
後

3
か

月
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。

指
定
産
院
寺
井
医
院
、
松
尾
医

院
、
田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、

出
口
小
児
科
医
院
、
与
那
域
医
院
、

野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須
田
小

児
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科

医
院
、
牧
山
医
院

問
い
合
わ
せ
指
定
医
院
ま
た
は

健
康
増
進
課

-
婦
人
が
ん
検
診

大
村
中
央
産
婦
人
科
医
院
、
お
ぴ
産
婦

人
科
医
院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
長
野

病
院
、
福
田
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院

。
日
帰
り
人
間
ド
ッ
グ

対
象
者

ω歳
以
上
の
市
民
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
問
診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹
部
エ
コ
l
、

胸
部
X
線
検
査
、
胃
部
X
線
検
査
、
便
潜

血
検
査
な
ど

受
診
料

2
万
3
千
円

実
施
場
所
市
立
病
院

申
し
込
み
健
康
増
進
課A

U
J
 

要

!hi

d 

原
爆
被
爆
者
お
よ
び
そ
の
子
ヘ

離
職
支
慮
金
を

支
給
し
奉
安
習

被
爆
者
が
経
済
的
自
立
を
図
る
た
め
就

職
す
る
場
合
、
そ
れ
に
要
す
る
支
度
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象
者
被
爆
者
で
低
所
得
者
で
あ
る
人

ま
た
は
、
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る

子
が
就
職
す
る
人

支
給
金
額

・
被
爆
者
の
場
合
・
・
・
4
万
円

・
そ
の
子
の
場
合
:
・
2
万
円

問
い
合
わ
せ
福
祉
課

朗
読
奉
仕
(
ア
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集
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視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
々
の
た
め
に
、

社
会
参
加
と
情
報
提
供
を
行
う
朗
読
奉
仕

者
(
ア
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
)
養
成
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

本
を
読
む
と
き
の
正
し
い
発
音
・
ア
ク

セ
ン
ト
な
ど
の
学
習
は
、
初
心
者
の
人
で

も
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
茄
く
だ
さ
い
口

期
間

2
月
8
日
側
j
3
月
初
日
側
、
毎

週
水
曜
日
(
全
8
回
)

時
間
午
前
日
時
j
正
午

定

員

初

人

申
込
先
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西

三
城
町
8
8
@
1
3
5
1
)
ま
で
電
話
か

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
口

健康子ιホ〉骨ービス
会 23-4646

月 指肪肝

2 火 手術の必要な腰の病気

の月 水 よく熱を出す子

ア 木 補聴器の選び方

金 中間管理職の危機(うつ病)マ
土・日 高齢者の排尿困難



平
成
7
年
度

春
休
み
・
放
課
後

学
童
保
育
入
所
児
童
募
集

対
象

休
み
期
間
中
お
よ
び
放
課
後
、
仕

事
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
家
庭
の
保

護
に
欠
け
る
小
学
1
年
生
j
3
年
生
の
児

童期
間
お
よ
び
時
間

・
春
休
み
期
間
中
・:
午
前
8
時
j
午
後
5

キ寸。、つ

日
H
n
J己
点
ノ

-
放
課
後
・:
4
月
1
日
出
j
1
年
間
、
放

課
後
j
午
後
5
時
初
分

場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

。
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼
稚
園
内

平成 7年 2月号

r1人から 2人ヘ、そして…J

明日の親のための学級(妊婦教室)を聞きます

広報おおむら

新婚さん、妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象にした内

容です。講師はそれぞれの専門の先生が担当されますのでお気軽に

ご参加ください。これからお父さんになる方々の参加を歓迎します。

主催 中央公民館 共催 健康増進課

期間 2 月 1 日 (水)~ 3月10日幽 計 8回
会場 市コミセン

申込方法 電話またはハガキで、中央公民館へ

(〒856 幸町25-33 市コミセン内包93161)
30人 受講料 無料

講座内

宮
@
3
3
3
9
)

O
あ
さ
ひ

っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の
パ
ス
方

向
転
換
所
前
宮
@
6
2
9
0
)

。
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
(
富
小
横
ま
る
た
か

商
庖
前
宮
@
1
5
8
2
)

。
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園
内
包
@

6
4
3
8
)
 

。
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
大
川
田
町
の
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
場
前
宮
@
4
3
3
4
J
安
井
)

※
春
休
み
期
間
中
は
竹
松
幼
稚
園
内
で
実

施
の
予
定

申
し
込
み

月
j
土
曜
日
の
午
後
、
随
時

各
ク
ラ
ブ
へ

説
明
会

・
3
月
5
日
回
・
:
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
、

あ
さ
ひ

っ
こ
ク
ラ
ブ
、
と
ま
と
ク
ラ
ブ

・
3
月
ロ
日
間
:
・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
竹

松
幼
稚
園
内
で
実
施
)

-
3
月
四
日

ω:・く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ

時

間

午

前
日
時
j
日
時

※
当
日
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

山
許
一
瞬

FF1 

回 月日 (曜日) 時間 内 壬'*'ヨr 講 師

2月1日
13:00 0妊娠中の保健 産婦人科医師

(水)
16:00 

0映画「生命の創造」 保健婦

2月8日
13:00 0妊婦と歯の健康 歯科医師

2 
(水)

16:00 
0歯のブラッシング指導 歯科衛生士

13:00 
0お産の経過について

3 
2月15日

v 
0ラマーズ法 ・妊婦体操 (実習) 保健婦

(水) 0母子用品のそろえ方
16:00 0産後の保健

13:00 
0育児について

4 
2月22日 0入浴のさせ方 (実習) 保健婦

(水j 0幸せな出産プラン
16:00 0映画「マイボディ・マイセルフj

18:30 
お父さん出番ですよ (PARTl)

5 
2月24日

、，
Oフィルムフォーラム「生命の創造j保健婦

幽 0入浴のさせ方の実習
20:00 ~お父さんのために~

0素敵なお母さんになるために-本

3月3日
13:00 との出会い

元学校教諭
6 0母乳で育てるために

幽
16:00 0乳房の手当 保健婦

0映画「すばらしい母乳J

3月7日
18:30 

お父さん出番ですよ (PART2) 小児科医師
7 可Vω 20:00 

0子育て、親の役割

9:30 
0妊娠中の栄養の摂り方について

8 
3月10日

v 
0調理実習(材料実費400円程度自 栄養士

幽 己負担) 保健婦
13:00 0仲間づくり(話し合い)

r子百

台

募集人員

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

大
村
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
慈
恵

荘
が
1
月
1
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

「
慈
恵
荘
」
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

在
宅
の
虚
弱
老
人
お
よ
び
そ
の
家
族
の

在
宅
介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
、
受

付
な
ど
の
業
務
を
担
時
間
体
制
で
対
応
し

ま
す
。

主
な
活
動
内
容

・
老
人
の
介
護
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

・
在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

相
談

-
介
護
機
器
の
展
示
お
よ
び
紹
介

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
る
か
、
ま

た
は
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
に
は
慈
恵
荘
の
ほ
か
に

「
泉
の
里
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
村
市
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
慈
恵
荘
(
宮
@
9
6
0
4
)
、
泉

の
里
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
1

4
7
7
)
 

ふ
れ
あ
い
福
祉
教
室

衡
の
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暖
か
い
ま
ち
を
目
指

し
て
、
街
の
点
検
や
施
設
設
備
の
状
況
を

確
認
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
福
祉
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
福
祉
入
門
ふ

れ
あ
い
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

2
月
M
日
幽
i
3
月
日
日
樹
、
毎

老
人
お
よ
び
障
害
者
の
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加

者
募
集

在
宅
で
簡
単
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
た
い

人
、
介
護
に
役
立
て
た
い
人
な
ら
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

週
金
曜
日
(
全
3
回
)

時
間

午
後
1
時
j
4
時

定
員

お
人

申
込
先

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西

三
城
町
8
2
@
1
3
5
1
)
ま
で
電
話
か

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
間

2
月
日
日
何
j
3
月
日
日
開
、
毎

週
月
曜
日
(
全
5
回
)

時
間

午
前
日
時
j
正
午

対
象

在
宅
介
護
者
・

一
般
市
民

定
員

お
人

申
込
先

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西

三
城
町
8
8
@
1
3
5
1
)
ま
で
電
話
か

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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平
成

7
年
度

委
託
業
務
関
係
の

指
名
願
申
請
を

平
成
7
年
度
委
託
業
務
関
係
の

競
争
入
札
に
参
加
希
望
の
人
は
、

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

業
種
警
備
・
清
掃
・
廃
棄
物
処

理
・
消
防
設
備
・
機
械
設
備
・
そ

の
他
保
守
管
理
を
要
す
る
業
種

申
請
期
間

2
月
比
日

ω
j
m日

ω
 

申
請
場
所

管
財
課
監
理
係

市職員採用試験

試験職種 戸」ι高 験 資 格

大学卒業程度の学力を有し、昭和

土 木 41年 4月 2日から昭和48年 4月 1

日までに生まれた人

申
請
書
類
市
の
独
自
様
式
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業

務
に
つ
い
て
は
、

3
月
1
日
j

白

日
ま
で
受
付
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
3
月
号
に
掲
載
し
ま

す。問
い
合
わ
せ

管
財
課
監
理
係

排
水
設
備
等
工
事

指
定
業
者
の
指
定

お
よ
び
継
続
手
続
き
を

新
規
お
よ
び
継
続
の
指
定
を
受

け
る
業
者
は
、

3
月
1
日
ま
で
に

左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
大
村
市
排
水
設
備
協
会

(
東
三
城
町
お
宮
@
3
1
6
8
)

市内に住んでいる人または、採用後

住むことができる人

若干名

平成 7年 4月1日

2月13日(月)

2月19日(日)

所定の申込用紙(人事課または、各出

張所にあります)に記入のうえ応募

してください。

人事課人事係 (ft@)4111内線270~272)

採用の条件

採用人員

採用予定日

申込期限

第一次試験

応募方法

大
村
市
内
小
・
中
学
校

障
害
児
学
級
作
晶
展

市
内
小
・
中
学
校
の
特
殊
学
級

に
在
籍
す
る
子
供
た
ち
の
作
品
展

で
す
。
根
気
強
く
丹
念
に
制
作
さ

れ
た
作
品
・
楽
し
く
愉
快
な
官
同
・

大
胆
で
伸
び
伸
び
と
し
た
作
品
な

ど
い
ず
れ
も
力
作
で
す
。

こ
の
作
品
展
を
機
に
、
特
殊
学

級
の
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み
を

少
し
で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
口

会
期

2
月
1
日
制
j
3
日
倒

時
間
午
前
日
時
j
午
後
4
時
自

分

平成 6年度

会
場
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課

ご
利
岡
く
隠
さ
い

固
の
毅
育
白
l
〉

こ
れ
は
、
高
校
や
大
学
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
な
ど
で
、
入
学

や
在
学
中
に
必
要
と
な
る
資
金
を

融
資
す
る
公
的
制
度
で
す
。

融
資
金
額
学
生
、
生
徒
1
人
に

つ
き
1
5
0
万
円
以
内

返
済
期
間

8
年
以
内

金

利

年

ω
%
(
固
定
金
利
)

問
い
合
わ
せ
国
民
金
融
公
庫
長

崎
支
庖

(
8
0
9
5
8
@
3
1
4

申
し
込
み
は
お
早
ゅ
に

問い合わせ

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の

支
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
、
平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
7
年
3
月
白
日
ま
で
に
該
当

す
る
人
。

③
利
子
補
給
金
額
年
間
一
律
4

万
円

(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

あ
菱重
獲量

品倉
信盛

時
事参
崖ア
11 轡

7 

ρ
h
U
 

勤
信
協
と
は
、
労
働
組
合
が
な

い
職
場
で
勤
務
し
て
い
る
人
が
、

金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借
り
る
と

き
、
そ
の
保
証
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
融
資
を
受
け
や
す
く
し
、
働
く

人
々
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た

め
に
設
立
さ
れ
た
保
証
機
関
で
す
。

利
用
で
き
る
人

-
申
込
日
現
在
の
職
場
に
2
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
人

-
平
均
月
収
が
返
済
払
込
月
額
の

4
倍
以
上
で
あ
る
こ
と

-
市
長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書

が
発
行
で
き
る
こ
と

勤労青少年ホ-b参つ.)/ーヘ
利用者が 1年間得した成果をし予子ラ

発表します。

日時 2月5日(日)、午前10時~午後 3時

場所大村市勤労青少年ホーム

(福祉センター 3階)

問
い
合
わ
せ
肘
長
崎
県
勤
労
者

信
用
基
金
協
会
(
県
労
政
福
祉
課

内
8
0
9
5
8
@
3
4
8
1
)保証率

冠婚葬祭・自動車購入・医療

その他生活に必要な資金

15 0万円

7年 (ただしlω万円までは昨)

5.0% 

原則 1人以上

当初債務保証額×保証

期間(年数)XO.36% 

保証限度

保証期間

貸付利率

連帯保証人

月与・

廿内

ザ

け
忠
君
一
山

問い合わせ

勤青ホーム(ft@)1353) 



平成 7年 2月号広報おおむら

第

2
回

大

村

市

中
学
校
美
術
作
晶
展

一
昨
年
ま
で
小
学
校
と
合
同
で

行
わ
れ
て
い
た
大
村
市
小
・
中
学

校
図
工
美
術
作
品
展
で
す
が
、
作

品
の
増
加
に
と
も
な
い
、
昨
年
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
開
催
し
て
い

ま
す
口

展
示
さ
れ
る
の
は
、
絵
画
・
彫

塑
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
の
作
品
で
、

す
べ
て
授
業
中
に
制
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
で

レ
ベ
ル
も
高
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

最
近
の
中
学
生
が
何
を
考
え
ど

う
表
現
し
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

2
月
四
日
目

i
m
日
∞

展
示
時
間
午
前
9
時
(
初
日
は

正
午
か
ら
)

j
午
後
5
時
(
最
終

(， 

日
は
3
時
ま
で
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

主
催
市
教
育
委
員
会
、
市
中
学

校
教
育
研
究
会
美
術
部

仲
間
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

受
講
者
に
は
県
教
育
委
員
会
か

ら

「操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映

写
機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時

2
月
7
日

ω、
8
日
制

午
後
6
時
初
分
j
9
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
一
般
成
人

定

員

初

人

受
講
料
無
料

申
込
先
電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(宮

@
3
1
6
1
)
ま
で
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。Sよ" と 主主'

2月11日1~_-...1- .... 1 住)'~ I市コミセン 110:00"'11:00 

・小さなチャンピオン (アニメ 9分)

・とうきちとむじな (アニメ 18分)

.こぎつねコンとこだぬきポン (アニメ 21分)

ナ
ガ
サ
キ
ア
イ
ラ
ン

ド
フ
ェ
ア

趣
旨
離
島
の
活
性
化
と
交
流
促

進
、
若
者
定
着
の
促
進
な
ど
に
役

立
て
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

2
月
お
日
出
・
お
日
間

午
前
日
時
j
午
後
6
時
(
初
日
は

午
後
5
時
)

会
場
県
立
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

実
施
内
容
①
島
と
本
土
の
交
流

ス
テ
ー
ジ
②
島
の
情
報
プ
ラ
ザ
③

島
の
市
場
④
特
別
企
画

「原
の
辻

遺
跡
展
」

⑤

「
長
崎
県
唾
島
の
日
」

の
発
表
⑥
各
種
イ
ベ

ン
ト

入

場

無

料

主
催
島
の
魅
力
発
信
事
業
実
行

委
員
会
(
長
崎
県
・
長
崎
県
離
島

振
興
協
議
会
)

2月11日 1 .....w.=J~=_ 1 住)'~ I中地区公民館 110:00"-'11 :00 

・リトル・インディアン (アニメ 10分)

・しりたがりやのトラ (アニメ 12分)

.クオレ物語一炭小屋の子べ‘ッチ(アニメ 25分)

※西大村コミセンは祭日のため休みます。

問い合わせ 視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包@3161)

清
掃
員

〈
臨
時
)

市
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り

院
内
清
掃
員
(
臨
時
)
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員

2
人

応
募
資
格
初
歳
j
日
歳
ま
で
の

女
子
で
市
内
居
住
者

雇
用
期
間

4
月
か
ら
お
お
む
ね

1
年
以
内

申
込
期
限

2
月
却
日
開
ま
で

応
募
方
法
市
販
の
履
歴
書
用
紙

に
所
要
事
項
を
記
載
し
、
写
真
貼

付
の
う
え
、
市
立
病
院
庶
務
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
立
病
院
庶
務
係

(
宮

@
2
1
6
1
)

国
際
交
流
に

関
心
の
あ
る
人
ヘ

制
大
村
国
際
交
流
協
会
は
、
本

市
の
国
際
化
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
青
少
年
の
海
外
派
遣
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
協
会
で
は
、
国

際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人、

活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

-
賛
助
会
員
(
年
会
費
各
1
口
)

個
人
・・・
2
、0
0
0
円

法
人
・
団
体
:
・1
0
、0
0
0
円

・
「
国
際
交
流
基
金
」
へ
の
寄
付

個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(¥ 

-
ホ
l
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
{
丞
蛙

外
国
か
ら
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
希
望

学
生
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

側
大
村
国
際
交
流
協
会
事
務
局

(
企
画
調
整
課
内
宮
@
4
1
1
1
)

。インフォメーシヨン大村ガイド

毎週金曜日

マイタウン

毎週土曜日

市内の行事・催しなどを放送中

午後1時~N8Cラジオ

午前8時55分~

。マイシティ

FM長崎

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

池田AP 2 3K 15，500 

1種 久原第二 4 3DK 21 .100~23 ， 800 

原口AP 3DK 27，200 

申込期限 2月10日(金)

抽選日 2月20日(月)、午前10時30分~

入居日 3月 1日(水)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

県営住宅久原団地新築入居者

手重 男IJ 戸数 世帯内容

種
1 1 一般世帯向

1 会団丘 理 人 向

2 0 一般世帯向

2 種 2 多子 世 帯 向

2 両齢小世帯向

市営住宅入居者

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事

務所(宮@6825 大村パスターミナル2階)

ワ
J

4
E
よ



お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
お
日
出
、
午
後
1
時

ω分
j
3
時

ω分

場
所
中
地
区
公
民
館

一ア

l
マ
「
お
ひ
な
さ
ま
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

な
、
ガ
さ
き
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

2
月
5
日
間
、
午
後
零
時

ω分
j
3
時
叩
分

会
場
諌
早
文
化
会
館

内
容
・
基
調
講
演
「
男
の
た
て

ま
え
と
本
音
」

-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
幻
世
紀
成
熟

社
会
へ
向
け
て
j

い
き
い
き
と
女

性
た
ち
の
社
会
参
画
j
」

講
師
中
封
翠
大
民
(
俳
優
・
キ
ャ

ス
タ
ー
・
作
家
)

主
催
長
崎
県

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各

種
免
許
試
験
に
つ
い
て
、
平
成

7

年
度
上
期
(
本
年
4
月
j
9
月
)

の
試
験
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
口

詳
し
く
は
、
九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー

(
2
0
9
4
2
⑬

3

3
8
1
)
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ

第
羽
固
愛
烏
週
間
「
全
国
野
鳥
保
護
の

つ
ど
い
」
記
念
式
招
待
者
募
集

愛
鳥
週
間
の
記
念
行
事
「
全
国

野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」
の
記
念
式

典
に
特
別
に
参
加
い
た
だ
く
招
待

者
を
募
集
し
ま
す
口

日
時

5
月
比
日
間
、
午
前
9
時

j

1
土
寸
ゆ
子

-A日
H
q
u
/
一

場
所
小
浜
町
雲
仙
県
営
ゴ
ル
フ

場
特
設
会
場

応
募
資
格
県
内
在
住
者

募
集
人
員

1
、0
0
0
人

募
集
期
間

2
月
四
日
幽
j
3
月

m日
開

応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。

(
家
族
で
参
加
す
る
場
合
は
、
全
員

の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
の
こ
と
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

「全
国
野
鳥
の
つ
ど
い
」
長
崎

県
実
行
委
員
会
事
務
局
(
長
崎
県

自
然
保
護
課
内
一

Tm
l
m長
崎

市
江
戸
町
2
l
U
8
0
9
5
8
@

3
1
5
7
)
 

「
ナ
ガ
サ
キ

・
ク
ッ
ス」

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ベ

募
集
内
容
陶
磁
器

・
ガ
ラ
ス
・

布

・
皮
・
金
属
な
ど
の
素
材
を
活

か
し
た
、
長
崎
ら
し
い
作
品
(
た

だ
し
、未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
に
限
り
ま
す
)

応
募
資
格
職
業
(
プ
ロ
・
ア
マ
)

な
ど

一
切
問
い
ま
せ
ん。

応
募
作
品

B
1
サ
イ
ズ

(
1
0

3
0
ミ
リ
×

7
2
8
ミ
リ
)
以
内

の
用
紙
に
着
彩
し
た
デ
ザ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ま
た
は
試
作
品
(
出
品
点

数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
)

応
募
方
法
応
募
申
込
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
う
え
、
作
品
に
添

え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い。

作
品
受
付
期
限

2
月
幻
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
商
工
課
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」

(T
8
5
0
l
m
長
崎
市
江
戸
町

2

U
宮

0
9
5
8
@
6
0
7
1
)

市
長
杯
争
奪

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち

が
好
プ
レ
1
・
珍
プ
レ
ー
を
発
揮

す
る
市
民
サ

ッ
カ
ー
の
日
で
す
口

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

期
日

4
月
2
日
間
・

9
日

ω

場
所
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
、
市

内
職
場
・
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
7
、
0
0
0

円

(保
険
料
含
む
)

申
込
期
限

2
月
日
日
開

監
督
会
議

2
月
日
日
側
、
午
後

7
時
か
ら
市
コ
ミ
セ
ン
で
行
い
ま

す。申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
(
植
松
3
丁

目
6
7
3
8
@
6
7
8
2
柴
田
)

桜
祭
り

お
お
む
ら
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

円む
吋

t
i

H
イ
ン
デ
ィ
ア
力
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
H

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
市
民

の
親
善
友
好
と
健
康
づ
く
り
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

2
月
お
日
側
、
午
前
9
時

初
分

場
所
市
民
体
育
館

参
加
資
格
市
内
在
住
者
ま
た
は

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

第
お
回

長
崎
県
銃
剣
道
大
会

市
民
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
日

2
月
5
日

ω、
午
前
9
時

手重
目

@
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

-
男
子
の
部
(
男
女
混
成
可

・
女
子
の
部

@
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

-
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
(
大
人
2
人

子
ど
も
2
人
)

-
女
子
の
部
(
中
学
生
以
上
)

@
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ー
チ
l
ム
6
人
編
成
で
年
齢
性

別
を
問
い
ま
せ
ん
。
(
個
人
参
加

も
可
)

参
加
費

1
チ
l
ム
1
、
0
0
0

円
(
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
個
人
参

加
者
3
0
0
円
)

申
込
締
切

2
月
打
日
倒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

小山分
j
午
後
4
時
初
分
ま
で

場
所
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
体

育
館

主
催
長
崎
県
銃
剣
道
連
盟

主
管
大
村
市
銃
剣
道
協
会

参
加
者
県
下
各
協
会
チ
i
ム、

自
衛
隊
チ
l
ム
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市民オリエンテーリング大会

期
日

3
月
ロ
日
同

※
荒
天
時
は
3
月
四
日
加

場
所

福
重
小
学
校
区
周
辺

ご
寄
付

ご
好
意

@
香
典
返
し

種
目

。
A
コ
l
ス
7
凶

H
中
学

生
以
上
、

O
B
コ
l
ス
5
1
m
H
家

族
組
(
成
人
1
人
を
含
む
)

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

1
グ
ル
ー
プ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
立
病
院
へ

V
園
田
ヨ
シ
エ
(
玖
島
2
丁
目
)

金

一
封

鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
野
崎
多
守
(
中
里
町
)
5
万
円

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
原
口
忠
則
(
宮
小
路
2
丁
目
)

初
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
藤
武
作
人
(
沖
田
町
)
5
万
円

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
基
金
へ

V
野
崎
多
守
(
中
里
町
)
5
万
円

V
福
田
安
雄
(
中
里
町
)
初
万
円

V
岩
永
英
穂
(
本
町
)
5
万
円

V
平
松
美
栄
子
(
諏
訪
3
丁
目
)

m万
円

V
薗
田
主
雄
(
杭
出
津
3
丁
目
)

初
万
円

V
馬
場
末
好
(
徳
泉
川
内
町
)
叩

万
円

V
古
賀
タ
キ
ヨ
(
大
川
田
町

)
3

4
人
以
上
を
原
則
と
し
、
家
族
組

に
は
必
ず
初
歳
以
上
の
人
が
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物

弁
当
・
水
筒
・

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
雨
具
な
ど

集
合

福
重
小
学
校

受
け
付
け

午
前
8
時
初
分
j
8

時
日
分

ス
タ
ー
ト
午
前
9
時
(
解
散
予

定
午
後
1
時
)

申
込
方
法

参
茄
料
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で

参
加
料

(
保
険
料
を
含
む
)

高
校
生
以
上

5
0
0
円
、
中
学
生

以
下
(
幼
児
を
含
む

)
3
0
0
円

締
め
切
り

2
月
担
日
幽

※
申
込
用
紙
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
各
小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

万
円

V
田
崎
シ
ヅ
エ
(
西
三
城
町
)
日

万
円

V
高
田
ウ
メ
(
玖
島
2
丁
目
)
3

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
吉
田
雅
明

(
古
町
2
丁
目
)
5

万
円

V
田
川
マ
ツ
エ
(
寿
古
町
)
5
万

円V
赤
沼
照
枝
(
玖
島
2
丁
目
)
叩

万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ

V
薗
田
主
雄
(
杭
出
津
3
丁
目
)

叩
万
円

@
一
般
寄
付

大
村
中
学
校
へ

V
側
十
八
銀
行
社
会
開
発
振
興
基

金
H
楽
器
切
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

(
健
康
福
祉
ま
つ
り
バ
ザ
l
益
金
)

H
6
万
円

V
九
州
銀
行
職
員
組
合
大
村
士
蔀
H

1
万
円

V
民
踊
愛
好
会
芳
文
会
(
チ
ャ
リ

テ
ィ
益
金
)
H
4
万
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
・
松
尾
謙
)
リ
理

容
奉
仕

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
H
た
ば
v
」

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町

)
1
万
円

大
村
市
身
体
障
害
団
体
連
合
会
へ

V
田
崎
シ
ヅ
エ
(
西
三
城
町
)
初

万
円

V
野
崎
多
守
(
中
里
町
)
初
万
円

三
彩
の
里
へ

V
末
、
水
ひ
さ
え
(
協
和
町
)
叩
万
円

V
伺
エ
ル
ア
ン
ド
デ
イ

H
5
万
円

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
今
道
紹
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)

印
万
円

V
紙
ネ
ン
ド
H
音
楽
慰
問

V
樋
口
キ
サ
H
み
か
ん

V
村
山
京

一
H
サ
ツ
マ
イ
モ

V
長
松
道
明
(
長
崎
市
小
菅
町
)

ケ
l
キ

V
長
崎
シ
ャ
ド
ウ
ナ
イ
ツ
リ
バ
ナ

ナ諮
山
富
山
荘
へ

V
浜
川
勝
利
(
東
彼
杵
町
)
叩
万

円V
山
本
ハ
タ
(
杭
出
津
1
丁
目
)

日
万
円

V
井
手
ヨ
シ
エ
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

叩
万
円

V
大
水
繁
吉
(
東
大
村
1
丁
目
)

叩
万
円

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
H
2
万
円

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
小
佐
古
子
ど
も
会
リ
も
ち

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
U
た
ば
こ

V
村
下
冷
凍
工
場
H
ケ
l
キ

V
九
州
花
王
販
売
制
長
崎
支
庖
H

洗
剤
各
種

V
板
橋
養
鶏
所
H
冷
凍
卵

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地
第
日

普
通
科
連
隊
音
楽
部
H
演
奏
慰
問

V
長
崎
県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業

組
合
H
理
容
奉
仕

V
楠
啓
一
二
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕

V
ダ

・カ
l
ポ
リ
慰
問

泉
の
里
へ

V
大
村
市
歌
謡
慰
問
友
の
会
日
慰

V
山
本
政
男
(
古
賀
島
町
)
テ
ィ
ッ

シ
ュ

V
ダ
・
カ
l
ポ
リ
慰
問
ほ
か

V
陸
上
自
衛
隊
音
楽
部
川
慰
問

V
菅
一
瀬
保
育
園
日
慰
問

V
長
崎
県
桃
道
会
H
慰
問

V
藤
田
哲
仁
(
今
村
町
)
み
か
ん

V
三
城
小
学
校
6
年
1
組
H
慰
問

V
立
成
佼
成
会
H
供
養

V
江
上
信
雄
(
宮
代
町
)
み
か
ん

V
尾
崎
義
雄
(
徳
泉
川
内
町
)
み

か
ん

V
小
佐
古
子
供
会
H
も
ち

V
鈴
木
・
好
田
・
和
田
・
井
手
・

天
見

・
中
尾
理
容
院
H
理
容
奉
仕

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
リ
た
ば
こ

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
支

T

2
万
円

V
歯
科
技
工
学
校
H
奉
仕

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
民
踊
愛
好
会
芳
文
会
H
慰
問
ほ

，ヵV
九
州
花
王
販
売
鮒
長
崎
支
庖
H

洗
剤
各
種

V
大
川
田
老
人
会
リ
奉
仕

う
ぐ
い
す
の
正
へ

V
野
口
文
夫
(
東
大
村
1
丁
目
)

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
原
木
ほ
か

V
福
田
ソ
ノ
(
久
原
2
丁
目
)
み

か
ん雲

仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

円 V
西
大
村
小
λ"4 
寸一

校
l目
/L.. 

童
メー、
Zミ

11 

2 
万

円
叫
d

1
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カレジタ'周
2
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税
(
8
期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 明日の親のための学級(1) 15日 明日の親のための学級(3)
句。 市コミセン 13:00 ~ 16:00 倒。 市コミセン 13:00~ 16:00 

3日
妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~ 13:00 3歳児健康診査 大村保健所

⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁
16日

②9:15~9 :4 5 、 13:00~13:30 

信訪 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00~15:00 @平成3年8月生まれ( 3年2 月 ~ 7月生まれで、

@)40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (柄 まだ受けていない人も受診してください)

5日 当番医
⑮母子健康手帳、問診票

(内・小)琴尾医院 東三城町 ft@2056 
定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 

(日) (整)牟田整形外科医院古町2丁目 色@4501 1歳6か月児健康診査 (お母さんの歯科健診

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 17日 も行います)市コミセン ⑧12 :45~ 13:10 

6日 市コミセン 9:30~11:00 ⑤9 :00 ~ 9:30 (劃
⑪⑮…10日(金)と同じ

⑮母子健康手帳、ズボン 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00~ 15:00 

(月) 一般健康相談市役所 13:00~16:00 @⑪…3日(封と同じ

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 1色早 耳とことばの相談 福祉センター 13: 00~15:00 

7~ 乳幼児健康相談 松原出張所 ②13:30~15:00 19日 当番医

明日の親のための学級(2) (日)
(内)近藤医院 東本町 宮@1166

8日
市コミセン 13:00~ 16:00 

(耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮@2706

倍。 ⑮母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、コップ 20日 乳幼児健康相談 竹松出張所

9(柄日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 13 :30~ 15:30 (月)
⑧9:30~ 11:00 、 13:30 ~15:00 
⑮離乳食教室 10:30 ~ 15:00 

⑮年間計画
幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

1歳6か月児健康診査 (お母さんの歯科健 21日 ⑧9:30~9:45 ⑪平成4年8月 ~ 9月生まれ

10日
診も行います)市コミセン ⑤12 :45~ 13:10 

(味。 ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ
⑪平成5年7月生まれ(5年2月 ~ 6月生まれで、ま 乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ②9 : 30 ~ 9 : 45

信自 だ受けていない人も受診してください)
@母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ 22ω 日 明日の親のための学級(4)
(親子とも) 市コミセン 13:00~ 16:00 

11日 当番医 23(刻日 機能訓練根気の会 市コミセン 10 ・ OO~13:00 

(内・小)与那城医院 池田新町 宮@J5575 ⑮調理実習
(土・祝) (外・胃)中田外科胃腸科古賀島町宮@0083 1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健

12日 当番医 24日 診も行います) 市コミセン ⑧12:45~ 13:10 

(日)
(内)川本内科医院 久原 1丁目 色@5675 自白

⑮⑮…10日(金)と同じ

(整)松永整形外科医院西大村本町 宮@5864 明日の親のための学級(5)

告白@4300 市コミセン 18:30~20:00 

ことばの教室市コ ミセン 13: 30~ 16:00 26日 当番医

13日 (初めての人は、健康増進課まで電話で申 (日)
(内・呼)おおつか内科医院西三城町宮@8080

(月)
し込んでください) (耳) 海江田医院 東本町 宮@3329

⑮母子健康手帳、 ⑪ことばの発達などが
27(月日) 

ことばの教室 市コミセン 13:30 ~ 16:00 
気になる幼児 @⑮…13日(月)と同じ

14日 乳幼児健康相談市コ ミセン 略号の説明 ⑪…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

。的
②9:30~ 1 1: 00 、 13:30~15:00 ⑮…持ってくるもの
⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
九
州
凸
版
制

1月1日現在

計 78司 838
(+129) 
3 7司 790
(+ 5 3) 

4 1司 048
(+ 7 6) 

2 5， 304 
(+ 5 3) 

)は前月比

人口の動き

男

女

人口

世帯数

す

川

W
川

川

川
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行

0
3
0
m
v
o
o
o

で

0
1
7
0
砂

0
3

0
す

料

1

1

1
締

1
1

1
ま、

品

市

木

木

月

湖

水

金

火

れ

十

日

日

旧

ヰ

泊

日

咽

一h

wハ
げ
は
は
仰

い

ωω倒
仰
げ
引

課

刊

か

報

釦

分

広

=
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談
談
談
込
談
談
談

ω

一聞い一

相
相
相
肌
相
相
同
時

べ
υ

拠

産

吋

前

ト

氏

権

政

律

相

金

事

午

寸

民

律

動

通

は

〉

坑

人

行

法

悦

年

不

交

け

談

に

付

官

睦

け

民

気

受

市

お

※2
月
の
定
例
相
談
日
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